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図4 ひらがな     図5 カタカナ 
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図8 長音       図9 撥音 
  





































図23 World Wide Web（中国語） 
 
 なお，実際に Web サーバーを構築してクライアント
コンピュータで利用すると，WindowsOS での Internet 
ExploreではUTF-16文字コードが表示できるものの，
WindwosOSならびにLinuxOS上の Firefoxでは表示が





音声付 Web コンテンツを利用できるようにした。 
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p-1.wav region="video" dur="5.0s"/> 
</body> 
</smil> 
具体的な「インターネット」用語の説明第一文章の
日本語発音波形は図24であり，その拡大波形は図25
となる。同様に，インターネットの説明第一文章の中
国語発音波形は図26であり，その拡大波形は図27とな
る。中国語発音はその発生特性から高周波成分が多く
なる特徴がある。 
 
図24 「インターネット」日本語発音 
 
図25 日本語発音拡大波形 
 
図26 「インターネット」中国語発音 
 
図27 中国語発音拡大波形 
5. まとめ 
 中国人留学生への遠隔学習システムを構成し，日本語
の基本的な学習内容と情報技術専門内容を含んだコンテ
ンツを作成した。特に，日本語と中国語を併用したマル
チリンガルコンテンツ構成にするとともに，発音を聞く
ことができるようにSMIL環境を利用して音声ファイルを
同期させた。構成したWeb環境で使われるファイル群は
約700ファイル，約450MBとなっている。今後は更なる
ブラッシュアップを図り，音声認識・合成等を含めて実
用に供することができるシステムに発展させたい。 
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